
市
長

⑤
炊
き
出
し
施
設
と
し
て
、

計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

苗
村
洋
子
議
員
（
緑
ネ
）

①
学
校

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
、
多
く
の
学
生

や
地
域
の
大
人
が
参
加
し
て
い
る
が
、

そ
の
目
的
、
評
価
と
課
題
は
。

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
意
見
は
ど
の

よ
う
に
反
映
さ
れ
る
の
か
。

③
今
後
の
展
望
は
。

教
育
長

①
地
域
の
教
育
力
を
生
か

す
こ
と
が
目
的
で
、
児
童
・
生
徒
の

健
全
育
成
に
大
き
な
成
果
を
上
げ
て

い
る
と
評
価
し
て
お
り
、
学
校
や
児

童
・
生
徒
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。
課
題
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
学
校
の
ニ
ー
ズ
が
う
ま

く
合
う
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が

必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

②
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
や
、
校
長
が
聞
く
こ
と
で
、
意
見

を
生
か
す
よ
う
に
し
て
い
る
。

③
知
識
や
経
験
を
蓄
積
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
十
分
に
活
用
す
る
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
を
広
め
て
い
き
た
い
。

木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）

①
都

立
高
校
の
再
編
計
画
に
つ
い
て
、
都

教
育
委
員
会
か
ら
事
前
の
意
見
聴
取

等
の
場
は
あ
っ
た
か
。

②
こ
の
１０
年
の
市
内
の
高
校
受
験

の
傾
向
と
定
時
制
高
校
進
学
者
数
は
。

③
子
ど
も
た
ち
の
思
い
や
各
家
庭

の
戸
惑
い
な
ど
を
つ
か
ん
で
い
る
か
。

④
都
に
対
し
、
統
廃
合
で
は
な
く
、

子
ど
も
の
た
め
の
改
善
を
求
め
る
意

思
表
示
を
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

教
育
長

①
な
か
っ
た
。

②
進
学
傾
向
の
大
き
な
変
化
は
見

ら
れ
な
い
。
１０
年
間
で
計
２９６
人
が
定

時
制
高
校
に
進
学
し
て
い
る
。

③
進
路
指
導
推
進
協
議
会
等
で
情

報
を
整
理
し
て
い
る
。

④
考
え
て
い
な
い
。

立
花
　
一
議
員
（
公
ク
）

①
司
書

教
諭
が
学
校
図
書
館
の
環
境
改
善
に

努
力
で
き
る
よ
う
、
教
科
の
持
ち
時

間
の
軽
減
等
の
工
夫
が
で
き
な
い
か
。

②
中
学
校
校
区
に
１
名
の
専
任
司

書
を
、
嘱
託
で
配
置
で
き
な
い
か
。

③
平
成
１４
年
度
学
校
図
書
予
算
の

配
分
基
準
と
予
算
の
消
化
状
況
は
。

④
学
校
図
書
館
蔵
書
の
廃
棄
数
や

整
備
率
の
状
況
は
ど
う
か
。

教
育
長

①
中
学
校
で
は
、
１
週
間

当
た
り
２
時
間
分
軽
減
さ
れ
る
。

②
司
書
教
諭
等
を
中
心
と
し
て
、

学
校
図
書
館
の
充
実
を
図
り
た
い
。

③
配
分
基
準
は
均
等
割
の
ほ
か
総

合
的
に
調
整
し
て
い
る
。
予
算
は
予

定
ど
お
り
執
行
さ
れ
て
い
る
。

④
平
成
１４
年
度
の
廃
棄
数
は
３
千

５８
冊
、
整
備
率
は
国
基
準
達
成
率
で

小
学
校
８１
％
、
中
学
校
９９
％
で
あ
る
。

住
田
景
子
議
員
（
緑
ネ
）

①
学
校

図
書
館
に
、
司
書
の
専
門
職
を
専
任

で
置
い
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

②
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
評
価
は
。

③
市
立
図
書
館
は
学
校
に
ど
う
い

う
形
で
支
援
が
で
き
る
と
考
え
る
か
。

④
平
成
１５
年
度
予
算
で
、
選
本
は

だ
れ
が
ど
う
い
う
形
で
行
う
予
定
か
。

⑤
開
室
時
間
は
、
小
・
中
学
校
で

そ
れ
ぞ
れ
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
長

①
司
書
教
諭
を
中
心
に
、

学
校
図
書
館
の
充
実
を
図
り
た
い
。

②
読
書
環
境
充
実
の
た
め
の
大
き

な
力
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

③
調
べ
学
習
等
へ
の
対
応
や
図
書

の
団
体
貸
し
出
し
等
を
行
っ
て
い
る
。

④
図
書
館
担
当
教
諭
を
中
心
に
、

最
終
的
に
校
長
が
決
定
し
て
い
る
。

⑤
始
業
か
ら
終
業
ま
で
開
い
て
お

り
、
貸
し
出
し
は
図
書
の
授
業
中
ま

た
は
休
み
時
間
に
行
わ
れ
て
い
る
。

石
川
　
紀
議
員
（
緑
ネ
）

こ
の
１０

数
年
で
福
祉
は
大
き
く
変
わ
り
、
課

題
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
で
も
ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
共
通
認
識
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
学
校
の

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
進
ん
だ

の
だ
ろ
う
か
。
障
害
が
あ
っ
て
も
な

く
て
も
、
皆
が
地
域
の
学
校
に
通
い
、

と
も
に
学
び
合
う
教
育
を
、
実
現
・

保
障
す
る
の
が
公
の
役
割
だ
と
思
う

が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長

学
校
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
を
進
め
る
ほ
か
、
養
護
学
校
や

心
身
障
害
学
級
と
の
交
流
教
育
な
ど

を
進
め
て
い
る
。
現
在
、
国
で
は
障

桜
田
　
誠
議
員
（
公
ク
）

小
川
駅

西
口
再
開
発
事
業
の
、
現
在
の
進
捗

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

市
長

平
成
４
年
に
地
元
関
係
者
に

よ
る
再
開
発
協
議
会
が
発
足
し
、
昨

今
の
な
か
な
か
回
復
し
な
い
経
済
情

勢
の
中
で
、
再
開
発
の
実
現
に
向
け

て
研
究
・
検
討
を
重
ね
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
平
成
１３
年
度
は
、
社
会
情

勢
を
踏
ま
え
て
事
業
区
域
を
絞
り
込

ん
だ
整
備
計
画
案
を
策
定
し
、
準
備

事
が
進
ん
で
い
る
が
、
地
域
の
住
民

か
ら
夜
中
の
振
動
・
騒
音
で
眠
れ
な

い
な
ど
の
声
を
聞
く
。
地
域
住
民
の

生
活
環
境
改
善
に
向
け
、
市
も
調
査

を
行
い
、
都
と
調
整
す
べ
き
と
考
え

る
が
認
識
は
。
ま
た
、
都
と
の
協
議

及
び
措
置
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長

平
成
１４
年
９
月
の
都
と
自
治

会
と
の
懇
談
会
の
後
は
、
市
に
自
治

会
か
ら
苦
情
は
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

今
後
も
、
地
元
の
理
解
が
得
ら
れ
る

状
況
で
工
事
を
進
め
る
よ
う
、
都
に

お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

桜
田
　
誠
議
員
（
公
ク
）

①
鷹
の

台
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
し
て
、

例
え
ば
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
設
置
が

考
え
ら
れ
る
が
、
ど
う
か
。

②
東
口
改
札
口
の
設
置
に
つ
い
て
、

西
武
鉄
道
に
交
渉
し
て
実
現
す
る
考

え
は
な
い
か
。

市
長

①
西
武
鉄
道
に
よ
る
と
、
現

時
点
で
計
画
は
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、

市
も
西
武
鉄
道
も
必
要
性
を
認
識
し

て
お
り
、
駅
全
体
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

②
西
武
鉄
道
と
し
て
は
東
口
設
置

の
考
え
は
な
い
こ
と
か
ら
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
と
東
口
改
札
口
の
設
置
経
費

は
、
全
額
市
の
負
担
に
な
る
と
の
こ

と
で
あ
り
、
東
口
改
札
口
の
設
置
は

現
状
で
は
困
難
と
考
え
て
い
る
。
し

か
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
社
会
的

な
潮
流
で
も
あ
り
、
今
後
も
西
武
鉄

道
に
粘
り
強
く
要
請
し
て
い
き
た
い
。

木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）

①
前

回
の
定
例
会
で
の
一
般
質
問
以
降
、

西
武
鉄
道
に
働
き
か
け
を
し
た
か
。

ま
た
、
前
回
の
答
弁
で
言
っ
て
い
た

「
働
き
か
け
の
タ
イ
ミ
ン
グ
」と
は
。

②
子
ど
も
議
会
で
は
２
人
が
鷹
の

台
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
質
問
し
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住
田
景
子
議
員
（
緑
ネ
）

①
調
理

員
の
欠
員
に
、
臨
時
職
員
を
充
て
て

い
る
理
由
は
。
現
場
の
声
は
。
問
題

点
は
何
か
。
ど
う
改
善
す
る
か
。

②
臨
時
職
員
の
仕
事
の
範
囲
は
。

③
調
理
室
の
設
備
等
へ
の
各
校
の

改
善
要
望
は
。
今
後
の
改
善
予
定
は
。

④
水
道
が
受
水
槽
方
式
の
学
校
は

ど
こ
か
。
そ
の
問
題
点
は
何
か
。

⑤
防
災
計
画
に
、
給
食
室
の
役
割

を
位
置
づ
け
る
考
え
は
あ
る
か
。

教
育
長

①
作
業
効
率
を
高
め
る
こ

と
等
が
理
由
で
、
学
校
も
利
点
を
挙

げ
て
お
り
、
問
題
は
な
い
と
考
え
る
。

②
臨
時
職
員
は
、
作
業
チ
ー
フ
等

の
責
任
の
あ
る
仕
事
は
担
当
し
な
い
。

③
施
設
の
営
繕
要
望
は
６１
件
、
う

ち
２７
件
が
改
善
済
み
で
、
平
成
１５
年

度
に
１０
件
程
度
を
改
善
予
定
で
あ
る
。

④
１１
校
が
校
舎
棟
・
給
食
棟
と
も

に
受
水
槽
方
式
で
あ
り
、
維
持
管
理

費
の
増
大
等
が
問
題
点
で
あ
る
。

害
の
あ
る
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
教
育
支
援
の
あ
り
方
を
研
究
し
て

お
り
、
と
も
に
学
び
合
う
教
育
に
つ

い
て
は
、
国
や
都
の
動
向
を
見
な
が

ら
、
調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

関
根
　
玲
議
員
（
フ
ォ
）

①
性
に

つ
い
て
き
ち
ん
と
話
し
合
う
こ
と
が

不
足
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
現

在
市
内
の
小
・
中
学
校
で
、
性
教
育

は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

②
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
若

年
層
の
性
感
染
症
の
増
加
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
は
。
性
感
染
症
や
エ
イ
ズ

な
ど
性
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
伝

え
、
と
も
に
考
え
る
こ
と
が
必
要
と

思
う
が
、今
後
ど
う
し
て
い
く
か
。

現
在
行
っ
て
い
る
事
業
は
あ
る
か
。

教
育
長

①
小
学
校
で
は
体
育
の
保

健
領
域
や
理
科
で
、
中
学
校
で
は
保

健
体
育
で
指
導
す
る
ほ
か
、
全
教
育

活
動
を
通
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

市
長

②
性
感
染
症
に
関
す
る
事
業

は
行
っ
て
い
な
い
が
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
配
布
や
保
健
相
談
で
の
啓
発
、

可
能
な
限
り
の
保
健
指
導
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

高
橋
信
博
議
員
（
政
和
）

①
自
主

防
災
組
織
の
結
成
を
促
進
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
結
成
率
、
促

進
計
画
等
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

②
市
が
地
域
に
配
備
し
て
い
る
消

火
器
の
状
況
は
。
自
治
会
設
置
の
消

火
器
の
実
態
調
査
や
配
置
基
準
等
の

考
え
方
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

③
災
害
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役

割
は
重
要
と
思
う
が
、
連
携
は
。

市
長

①
お
お
む
ね
２２
・
６
％
の
世

帯
が
加
入
し
て
い
る
。
今
後
も
多
く

の
地
域
で
組
織
化
が
図
れ
る
よ
う
、

啓
発
等
の
努
力
を
し
て
い
く
。

②
地
域
配
備
消
火
器
は
９４７
基
で
あ

る
。
自
治
会
設
置
の
消
火
器
は
１０
世

帯
に
１
か
所
の
割
合
で
補
助
対
象
と

し
て
い
る
。
実
態
調
査
に
つ
い
て
は
、

今
後
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
総
合
防
災
訓

練
に
参
加
し
て
お
り
、
訓
練
等
を
通

し
て
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

立
花
　
一
議
員
（
公
ク
）

①
「
ペ

ッ
ト
と
共
生
す
る
ま
ち
」
と
い
う
視

点
か
ら
の
施
策
は
ど
う
か
。
ペ
ッ
ト

の
実
態
を
ど
う
把
握
し
て
い
る
か
。

②
ペ
ッ
ト
が
入
れ
る
公
園
は
ど
こ

か
。
設
置
基
準
や
他
市
の
状
況
等
は
。

③
今
後
の
新
設
公
園
に
、
犬
な
ど

の
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
入
る
こ
と
を
検

討
で
き
な
い
か
。

④
都
立
公
園
な
ど
に
設
置
予
定
の

ド
ッ
グ
ラ
ン
の
評
価
は
。
市
内
公
園

で
ド
ッ
グ
ラ
ン
を
検
討
で
き
な
い
か
。

市
長

①
小
平
市
ペ
ッ
ト
情
報
登
録

制
度
を
実
施
し
て
い
る
。
ペ
ッ
ト
の

実
数
は
把
握
し
て
い
な
い
。

②
中
央
公
園
な
ど
の
比
較
的
大
規

模
な
公
園
の
園
路
は
制
限
が
な
い
が
、

小
規
模
公
園
で
は
遠
慮
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。
近
隣
で
は
２
市
が
同
様
で
、

５
市
は
特
に
禁
止
し
て
い
な
い
。

③
今
後
大
規
模
な
公
園
を
設
置
す

る
場
合
は
、
検
討
し
た
い
。

④
試
行
段
階
で
評
価
は
定
ま
っ
て

お
ら
ず
、
市
立
公
園
で
の
設
置
は
現

在
の
と
こ
ろ
は
困
難
と
考
え
て
い
る
。

ペ
ッ
ト
情
報
登
録
制
度
と
は

ペ
ッ
ト
を
手
放
そ
う
と
す
る
人
と

飼
育
を
希
望
す
る
人
を
登
録
し
、
両

者
を
紹
介
す
る
小
平
市
の
制
度
。

鴨
打
喜
久
男
議
員
（
政
和
）

①
新

小
金
井
街
道
の
立
体
交
差
整
備
に
伴

い
大
沼
田
用
水
と
の
間
の
土
地
の
整

備
計
画
が
あ
る
と
聞
く
が
、
そ
こ
に

水
辺
を
復
活
さ
せ
る
発
想
は
な
い
か
。

②
用
水
、
公
園
づ
く
り
に
当
た
り
、

市
民
の
意
見
を
聞
く
方
法
と
日
程
は
。

③
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
を
散
策
す
る

人
を
ど
う
誘
導
し
、
憩
い
の
場
を
ど

う
提
供
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
か
。

④
市
全
体
の
用
水
路
の
活
用
に
つ

い
て
、
新
た
な
課
題
と
問
題
点
は
。

市
長

①
延
命
寺
公
園
と
し
て
計
画

決
定
が
あ
り
、
水
辺
等
の
自
然
を
生

か
し
た
用
水
路
を
再
整
備
し
た
い
。

②
数
回
の
公
園
整
備
検
討
会
で
市

民
の
意
見
を
聞
き
、
市
の
構
想
を
ま

と
め
、
秋
に
は
都
に
要
望
し
た
い
。

③
都
が
用
水
に
平
行
す
る
緑
道
を

整
備
予
定
で
、
散
策
者
が
利
用
で
き

る
休
憩
場
所
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

④
用
水
路
と
し
て
保
全
す
る
場
合

の
流
水
の
確
保
な
ど
が
課
題
で
あ
る
。

組
合
設
立
に
向
け
て
会
員
の
意
向
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、
大
半
か
ら
設
立
趣

旨
へ
の
賛
同
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
事
業
計
画
案
を
も
と
に
、
準
備

組
合
設
立
を
活
動
方
針
の
大
き
な
柱

に
掲
げ
、
再
開
発
協
議
会
に
未
加
入

の
関
係
地
権
者
を
含
め
合
意
形
成
に

努
め
て
い
る
が
、
組
合
設
立
に
は
ま

だ
時
間
を
要
す
る
状
況
で
あ
る
。

原
　
邦
彦
議
員
（
公
ク
）

新
小
金

井
街
道
の
西
武
新
宿
線
立
体
交
差
工

た
が
、
そ
の
際
の
答
弁
の
具
体
化
は
。

③
公
園
側
の
改
札
口
新
設
を
働
き

か
け
て
ほ
し
い
が
、
費
用
の
概
算
は
。

④
西
武
鉄
道
と
協
議
の
場
を
持
つ

べ
き
だ
が
ど
う
か
。

市
長

①
機
会
あ
る
ご
と
に
西
武
鉄

道
と
話
を
し
て
い
る
。
費
用
負
担
の

こ
と
も
あ
り
慎
重
に
対
処
し
た
い
。

②
順
次
計
画
の
検
討
を
し
た
い
。

③
設
置
は
困
難
と
考
え
て
お
り
、

経
費
の
概
算
は
算
出
し
て
い
な
い
。

④
今
後
、
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

島
村
革
子
議
員
（
共
産
）

①
市
長

が
考
え
る
市
の
「
街
と
し
て
の
デ
ザ

イ
ン
」
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

②
ま
ち
づ
く
り
条
例
等
で
町
並
み

を
守
る
考
え
は
ど
う
か
。

③
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
、
広

く
市
民
の
知
恵
と
意
見
を
生
か
す
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

④
用
途
地
域
の
見
直
し
対
象
地
域

に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
の
意
向
を

尊
重
し
て
見
直
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

ど
の
よ
う
な
手
法
を
考
え
て
い
る
か
。

市
長

①
豊
か
な
自
然
や
災
害
に
強

い
都
市
づ
く
り
な
ど
が
目
標
で
あ
る
。

②
条
例
化
の
考
え
は
な
い
が
、
都

市
計
画
法
等
の
ル
ー
ル
の
も
と
で
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

③
目
的
に
合
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
手

法
で
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
。

④
見
直
し
検
討
箇
所
の
素
案
を
市

報
で
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
説

明
会
を
開
催
し
て
意
見
を
聞
き
た
い
。

教

育

教

育
・
文

化

文

化

 
教

育
・
文

化

 
こ
れ
で
は
小
学
校

給

食

が

危

な

い

都
立
高
校
再
編
に
よ
る

子
ど
も
た
ち
へ
の
影
響
は

学

校

図

書

館

を

機

能

さ

せ

た

い

大
沼
田
用
水
の
水
辺
の
復
活
と

（
仮
称
）延
命
寺
公
園
づ
く
り

子
ど
も
が
と
も
に

学
び
合
う
学
校
に

小

川

駅

西

口

の

駅

前

再

開

発

地
域
防
災
計
画
及
び

自
主
防
災
組
織
の
育
成
等

小
平
市
の
町
並
み
を

守
る
ま
ち
づ
く
り
を

鷹
の
台
駅
を
だ
れ
に
も

優
し
い
駅
に
改
善
す
る
た
め
に

性

教

育

学
校
図
書
館
に
子
ど
も
の

豊
か
な
読
書
を
は
ぐ
く
む
環
境
を

ペ
ッ
ト
と
共
生
す
る

公
園
を
つ
く
れ
な
い
か

学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

防

災

防

災

 

防

災

 
公 園  
緑 地  
公 園  
緑 地  

用 水  
上下水 
用 水  
上下水 

都

市

計

画

都

市

計

画

 

都

市

計

画

 

愛
犬
と
一
緒
に（
中
央
公
園
）

▲

バリアフリー化が望まれる鷹の台駅

鷹
の
台
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と

東
口
改
札
の
設
置

新
小
金
井
街
道
と
西
武
新
宿
線
の

立
体
交
差
工
事
の
騒
音
対
策

一般質問


